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バ
イ
オ
マ
ス
等
の
地
域
資
源

の
利
活
用
促
進
に
つ
い
て 

   

　
今
後
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し

た
利
活
用
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
含

め
、
バ
イ
オ
マ
ス
等
の
地
域
資
源

の
総
合
的
な
利
活
用
の
促
進
を
図

っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

思
う
。 

　
特
に
、
農
林
業
面
で
の
バ
イ
オ

マ
ス
事
業
の
導
入
に
つ
い
て
の
見

解
を
伺
い
た
い
。 

 

　
　
　
　
中
村
市
長 

 

　
バ
イ
オ
マ
ス
は
、
動
植
物
か
ら

生
ま
れ
た
再
生
可
能
な
有
機
性
資

源
で
あ
り
、
農
林
業
分
野
で
は
、

廃
棄
物
系
バ
イ
オ
マ
ス
と
し
て
の

排
泄
物
な
ど
家
畜
資
源
、
未
利
用

バ
イ
オ
マ
ス
と
し
て
の
間
伐
材
な

ど
、
林
地
残
材
や
稲
わ
ら
な
ど
の

農
作
物
、
非
食
用
部
分
、
資
源
作

物
と
し
て
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
ヒ
マ

ワ
リ
な
ど
の
油
脂
資
源
が
利
活
用

を
推
進
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
と

な
っ
て
い
る
。 

　
こ
の
う
ち
、
え
ひ
め
中
央
農
業

協
同
組
合
中
山
堆
肥
セ
ン
タ
ー
で

製
造
の
製
材
残
材
の
樹
皮
と
、
養

豚
等
の
家
畜
排
泄
物
を
利
用
し
た

パ
ー
ク
堆
肥
普
及
に
対
し
て
、
市

単
独
事
業
と
し
て
購
入
助
成
を
行

っ
て
お
り
、
昨
年
度
は
、
二
三
三

戸
の
農
家
が
四
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

農
地
に
対
し
て
七
三
八
ト
ン
の
堆

肥
を
投
入
し
、
土
づ
く
り
を
推
進

し
た
。
引
き
続
き
本
事
業
を
通
じ

た
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の
有
効
活
用

を
進
め
た
い
。 

　
ま
た
、
双
海
地
域
に
お
い
て
水

産
加
工
施
設
の
熱
利
用
エ
ネ
ル
ギ

ー
転
換
を
図
る
目
的
で
、
間
伐
材

等
の
ペ
レ
ッ
ト
を
利
用
し
た
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
熱
利
用
事
業
化
※
Ｆ

Ｓ
調
査
を
実
施
し
、
昨
年
度
報
告

書
を
ま
と
め
た
。
割
高
な
資
本
装

備
、
高
い
運
用
コ
ス
ト
と
い
っ
た

課
題
が
解
決
さ
れ
た
段
階
で
、
事

業
化
の
可
能
性
に
向
け
た
検
討
を

進
め
た
い
。 

　
資
源
作
物
を
利
用
し
た
バ
イ
オ

マ
ス
は
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
県

で
菜
種
、
ヒ
マ
ワ
リ
等
の
油
糧
作

物
の
生
産
か
ら
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ

ル
燃
料
の
製
造
、
油
糧
作
物
の
葉
、

茎
等
の
廃
棄
物
の
循
環
利
用
を
一

体
的
に
推
進
す
る
「
愛
媛
バ
イ
オ

マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
進
め
て
い
る
。
本
年
度
は
、
四

市
町
が
モ
デ
ル
地
区
と
な
っ
て
い

る
。 

               

　
本
市
で
は
、
モ
デ
ル
地
区
で
は

な
い
も
の
の
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
一
環
と
し
て
、
昨
年
度
か
ら

伊
予
農
業
高
等
学
校
を
中
心
と
し

た
「
ヒ
マ
ワ
リ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
県
農
政
普
及
課
伊

予
農
業
指
導
班
、
え
ひ
め
中
央
農

業
協
同
組
合
等
関
係
団
体
の
協
力

を
得
て
、
上
吾
川
地
区
の
休
耕
田

を
利
用
し
、
栽
培
し
た
ヒ
マ
ワ
リ

油
を
利
活
用
し
た
食
用
油
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
の
製
造
に
取
り

組
み
、
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
の
普

及
、
啓
発
が
図
ら
れ
て
い
る
。 

　
市
で
は
、
こ
の
「
ヒ
マ
ワ
リ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
画
し
、
ぐ
ん

ち
ゅ
う
保
育
所
・
郡
中
小
学
校
の

校
外
活
動
の
一
環
と
し
て
、
ヒ
マ

ワ
リ
の
定
植
、
栽
培
に
参
加
す
る

な
ど
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。 

　
今
後
、
採
算
性
な
ど
事
業
化
に

は
問
題
が
あ
る
が
、
県
伊
予
農
業

指
導
班
等
関
係
機
関
と
連
携
し
、

農
林
分
野
で
の
バ
イ
オ
マ
ス
利
活

用
の
実
現
に
向
け
検
討
し
た
い
。 
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の 

　
　
　
　
　
運
行
に
つ
い
て 

   

　
現
在
、
過
疎
地
を
つ
な
ぐ
交
通

手
段
と
し
て
、
伊
予
鉄
南
予
バ
ス

の
運
行
に
よ
る
通
学
・
通
院
等
や

ス
ク
ー
ル
バ
ス
及
び
福
祉
バ
ス
の

運
行
等
、
目
的
・
手
段
に
よ
っ
て

さ
ま
ざ
ま
な
交
通
機
関
を
運
行
し

て
い
る
。 

　
今
後
多
様
化
す
る
乗
車
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
導
入
を
考
え
て
は
ど
う
か
。 

  

 

　
　
　
　
中
村
市
長 

 

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、
過
疎

地
域
の
方
々
が
安
心
し
て
生
活
を

進
め
る
た
め
に
も
、
過
疎
地
域
の

活
性
化
に
と
っ
て
も
大
変
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。 

　
高
齢
化
が
ま
す
ま
す
進
行
し
て

い
く
中
で
、
今
後
市
内
全
域
を
対

象
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

運
行
に
つ
い
て
も
、
公
共
交
通
機

関
の
利
用
促
進
や
タ
ク
シ
ー
等
民

業
へ
の
配
慮
を
し
な
が
ら
、
費
用

対
効
果
を
十
分
に
考
慮
し
、
あ
わ

せ
て
現
状
の
利
用
状
況
等
も
勘
案

し
な
が
ら
、
前
向
き
に
検
討
し
た

い
。 

   

・
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て 

・
少
子
化
対
策
に
つ
い
て 

・
学
校
エ
コ
改
修
と
環
境
教
育
事

　
業
に
つ
い
て 

 

 


